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例  言
1 本書は奥村茂貴、黒沢忠雄による平成22年度長屋建住宅建築事業に伴う宮の上遺跡群官の上遺跡Ⅲ・

Ⅳの発掘調査報告書である。

2 事業主体者 佐久市瀬戸7712 奥村 茂貴

佐久市塚原993  黒沢 忠雄

3 調査主体者 佐久市中込3056 佐久市教育委員会 教育長 土屋 盛夫

4 遺跡名及び発掘調査所在地  官の上遺跡群 宮の上遺跡Ⅲ・Ⅳ (YMMⅢ・Ⅳ)

佐久市横和字宮之上3067、 3066、 306-8

5 調査担当者 上原 学

6 本書の編集・執筆は上原が行った。

7 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡  例
1 遺構の略称は以下の通りである。

H―堅穴住居址   F一 掘立柱建物址   P― ピット  D― 土坑

2 スクリーントーンの表示は以下の通りである。

3 挿図の縮尺は以下の通りである。

遺構―竪穴住居址・掘立柱建物址・ピット・土坑 1/80
遺物―土器・石製品 1/4   土器 (墨書破片) 1/2    古銭・石鏃 1/1

4 遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6 調査グリッドは小グリッド4× 4m、 大グリッド40× 40mである。

7 遺物表中の [ ]は推定値、 ( )は残存値を表す。
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第 I章 発 掘 調 査 の経 緯

第 1節 立地と経過及び周辺遺跡

宮の上遺跡群は、浅間の麓から南流してきた湯川が岩村田市街地の南で流れを西方に変えた左岸段丘上に

展開する弥生時代から平安時代を中心とする複合遺跡で、標高は679m内外を測る。

周辺の遺跡状況を見ると、北方の諏訪分遺跡、東方の仲田遺跡 。寺畑遺跡、西方の寄塚遺跡群 。今井西原

遺跡・白山遺跡群、南方に今井宮の前遺跡 。今井城跡 。中原遺跡群等が存在するが、地形から見た遺跡の分

布状況は、台地の内陸部では希薄となり、台地を分断する北の湯川及び南の千曲川・滑津川といった河川に

近い台地端部に集中する傾向が見受けられる。この湯川と千曲川・滑津川に分断された台地上は浅間第一軽

石流の堆積が認められる最南端にあたり、水はけが良く、河川との比高差もあり、内陸部は生活用水に乏し

い地域であつた。現在こそ広く水田として利用されているが、これも江戸時代初頭元和年間 (1615～ 1623)

に市川五郎兵衛によって補完完成したと伝えられる三河田用水が開いてからのこととされている。このため、

古代における生活の中心は河川にほど近い台地端部にかたよっていたと考えられる。

周辺地域で実際に行われた調査として、昭和56年に横和団地造成に伴い行われた試掘調査によって、弥

生～平安時代の住居址100軒以上を確認した寄塚遺跡群及び寄塚古墳が所在する。近年では道路改良工事に

伴い、平成 19～21年 に古墳時代前期～中世・近世に至る遺構・遺物を調査した下原遺跡、平成17年に弥生

時代中期～古墳時代前期の遺構、弥生時代中期～平安時代の遺物を調査した寄塚遺跡が所在する。また北西

方向の一段低い湯川の段丘上には、平成 4年 に行われた宅地造成事業によって弥生時代後期後半の住居址

43軒、古墳～平安時代の住居址を調査した根々井芝宮遺跡が所在する。更に西方には平成6・ 7年 に道路建

設に先立つ調査によって、縄文時代草創期に位置づけられる爪形文土器を出土した寺畑遺跡群が、一段低い

段丘上には古墳時代前期～平安時代の遺構及び奈良時代の銅鏡、寺の文字を持つ墨書土器等の遺物が出土し

た仲田遺跡が調査されている。また、今回調査対象となった宮の上遺跡群内では、調査区の南を東西方向に

通る道路の歩道設置工事に先立つ官の上遺跡 I・ Ⅱの調査が行われ、平安時代の住居址等が発見されている。

今回、奥村茂貴、黒沢忠雄による長屋建住宅建築工事が行われることとなり、遺構の有無を確認するため

平成23年 2月 に試掘調査を行った。結果、住居址、ピット等の遺構及び土器 (土師器 。須恵器)が認められ

たことから、開発側と協議を行い、遺跡が破壊される建物部分について遺跡の記録保存を目的とした発掘調

査を佐久市教育委員会が主体となり実施した。

(1:10,000)

第 2節 調査体制

調査受託者 佐久市教育委員会

事 務 局 社 会 教 育 部 長

社会教育部次長

文 化 財 課 長

文化財調査係長

文化財調査係専門員

教育長  土屋 盛夫

工藤 秀康 (平成22年度)

藤牧  浩 (平成23年度)

森角 吉晴 (平成22年度)

三石 宗一

林  幸彦  須藤 隆司

伊藤 明弘 (平成23年度)

吉澤  隆 (平成23年度)

宮の上遺跡群 官の上遺跡位置図 (■100,000) 調査区位置図
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文化 財 調査 係

第 3節 発見された遺構と遺物

遺 構  竪穴住居址   5軒  平安時代  遺 物

掘立柱建物址  1棟  平安時代

ピット        平安時代

冨沢 ―明 (平成23年度)  上原  学 (平成23年度)

並木 節子  冨沢 ―明 (平成22年度)  上原  学 (平成22年

度)  井出 泰章  出澤 力 (平成22年度)

佐々木宗昭  森泉 かよ子

上原 学

浅沼勝男 安藤孝司 江原富子 小井戸秀元 土屋武士 中嶋フクジ

中條勝良 比田井久美子 日向昭次 武者幸彦 油井重明

横尾敏雄 依田三男 渡辺長子 渡辺学

任

者

員

主

董担

査

査

査

調

調

調

土師器 (郭・皿・甕・高郷・碗・鉢) 羽日

須恵器 (杯 。高台付杯・甕・壺)

石製品 (擦 り石・敲き石・鏃)

灰釉陶器 (皿・碗) 古銭 (近世)

第 Ⅱ章  遺 跡 の環 境

第 1節 自然環境

佐久地域は、周辺を山地台地に囲まれた盆地状を呈し、一般に佐久平と呼ばれ、北には雄大な浅間山、南

には蓼科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の北端が延び、西は御牧原・八重原といった

小高い台地が広がり、蓼科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、南方の川上谷に源を発

す千曲川であり、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。その後野沢付近から流れを北西

に変え、蓼科山麓の支流を集めた片貝川、浅間の麓に源を発す湯川、関東山地からの支流を集めた滑津川と

いった河川と合流し、蛇行しながら上田、長野方面に流れる。

この山地に囲まれ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見ると大きく三分することができ、志

賀川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、河川の北側段丘上と南側では

20m前後の比高差が認られる。 この北部地域は北方の浅間山麓部の緩やかな台地で、浅間の噴出物である

火砕流軽石流と降下火山灰が厚く堆積している。この堆積物は雨水による浸食に弱く長い年月の間に深く削

り取られ、浅間の麓から放射状に幾筋もの浸食谷 (田切 り地形)を形成している。

これに対し南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑津川の谷日扇状地等で、河床礫層と沖積粘土層地帯が主

で地下水位も高く、地盤の安定した土地である。このため南部一帯は広く水田として利用されていた。

今回調査を実施した宮の上遺跡は、北部台地の南端、湯川と千曲川 。滑津川に挟まれた標高679m内外の

地域に位置する。

第 2節 基本層序

佐久市北部地域は、現在の浅間山が形成される以前 2,800mを超える火山であった黒斑火山が山体を

飛ばす大噴火の後、現在浅間山の中心を成す前掛山に成長する際に降下火山灰及び軽石流が大きく2度

り堆積し形成された。 (下層から佐久市北部地域の第一軽石流・ Pl、 佐久市北端地域の第二軽石流・

)その厚さは 20mを超え、現在はこの堆積した黄褐色土を表土

である黒褐色土が覆つている。

本調査区一帯は湯川の段丘端部にあり、浅間軽石流が堆積す

る南端地域にあたり、基本的には黒褐色の表土直下に軽石流あ

るいは軽石流の二次堆積である黄褐色のややしまりのあるロー

ムと砂質ロームが層状に厚く堆積している。

I層 は層厚20cmを測る暗褐色上の耕作上である。

Ⅱ層は耕作の影響を受けていない黒褐色土の表土である。

Ⅲ層は層厚 1 0cm内外を測る表土とロームの中間に位置する

暗褐色の漸位層で、僅かに遺構の掘り込みが確認できる。

Ⅳ層は層厚30cm内外を測る黄褐色ロームである。

V層は層厚30cmcm以上を測る厚く堆積した黄褐色砂質土で

ある。遺構確認はⅢ層の中間付近及びⅣ層上面で行った。

吹き

に渡

P2

基本層序模式図
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調査遺構・試掘 トレンチ配置図

第 Ⅲ章  遺 構 と遺 物

第 1節 竪穴住居址 (H)
Hl号住居址

遺構は調査区西の、か-2グリッドに位置し、一部土坑状の攪乱に破壊されている。規模は東西4.8m、

南北4.2m、 確認面から床面までの深さは30cmを 測る。平面形態は隅丸の方形である。床面はやや凹凸感は

あるがほぼ平坦で、表面は土間状に硬質である。壁際の溝は認められなかった。カマ ドは破壊され、ほとん

ど原型を残していなかったが、火床の存在から北壁と東壁の 2カ所に存在していたと考えられる。東カマ ド

は北側のカマ ド使用時の主柱六と思われるピットに破壊されていることから、東カマ ド使用後に、北カマ ド

に変更された住居の建て替えもしくは改築があったと推察される。ピットは全林で 6個確認でき、北カマ ド

使用時はPl・ 3・ 4の いずれかを使用し、東カマ ド使用時のピットは確定できなかった。掘方は中央付近

は 5 cm内外 と浅 く、ほぼ貝占り床のみであるが、周辺部は20cmほ ど掘 り込まれ、極暗褐色上が埋め込まれて

いた。遺物は土師器の杯 。皿・碗・鉢 。長胴甕・軸輯甕、須恵器の不・甕、灰釉陶器の皿 。碗、擦 り石、敲

き石及び時期は古くなるが、混入遺物として黒曜石製の石鏃が出土した。土器 (土師器 。須恵器)の表面に

は墨で文字が書かれたものが出土し、 「木」 と読みとれるものが多く認められた。H3号住居址からも同様

の墨書が出土していることから、本住居址周辺の集落に暮 らしていた人々にとって、 「木」 という文字に特

別な意味があつたのかもしれない。

本住居址の時期は、土器の特徴から9世紀代と考えられる。
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678.700m

(1:80)     2m

(lllYR2/3)炭化物、軽石、ローム、砂粒。

(10YR3/3)炭 化物、軽石、ローム、

砂粒やや多い。
(5YR3/2)灰 、焼土少量。
(5YR3/6)焼 土多い。
(2.5YR5/6)焼 土層。
2.5YR4/8)焼 上層。
OYR2/3)ローム、砂、軽石。
5YR2/3)しまりややあり。
.5YR3/3)ローム、砂、軽石。
ω《3/4)ローム、砂、軽石多い。
CIYR2/2)ローム、砂。
OYR2/3)ローム、砂。
OYR4/4)砂 主体。
OYR3/3)ローム、焼上、炭化物、軽石。
ω駅4/4)砂、ローム多量、しまりなし。
OYR2/3)ローム、砂多い、軽石。
OYR3/4)砂 やや多い、ローム、軽石、

しまりなし。

1黒褐色土
2暗褐色土

3暗赤褐色土
4暗赤褐色土
5明赤褐色土
6赤褐色土
7黒褐色土
8極暗褐色土
9暗褐色土
10暗褐色土
11黒褐色土
12黒褐色土
13褐色土
14暗褐色土
15褐色土
16黒褐色土
17暗褐色土

蕉

．
ヽ 15

Hl号住居址遺構・遺物実測図

Ｃ
一
Ａ
一

― 彰

海 ― ― 螺
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番 号 回符 cll 底 径 Clll 器 高 Cn

1 土師器 郭 ロクロナ云 内面黒色処理・ミガキ、底部ヘラケズリ。 100 外面10YR7/4にぶい黄橙色

2 土師器 邪 28] ロクロナ云 内面黒色処理・ミガキ、底部回転糸切り。 外面5YR6/4にぶい橙色

3 土師器 不 3.8」 4.2 ロクロナス 内面黒色処理・ミガキ、底部回転糸切り。 タト面7.5YR7/4と こぶい橙色

4 土師器 不 2.6」 [66] 4 ロクロナデ、内面黒色処理・ミガキ、底部回転糸切り。 40 外面25YR5/6明 赤褐色

5 土師器 不 6 4.4 ロクロナデ、内面黒色処理・太い放射状暗文、底部回転糸切り。 外面5YR6/6橙色

6 土師器 邦 犀蟹者毎敦帝牌鴨諄翠暇孫畳課毯尋日縁部横ミガキ、黒色処理、
外面5YR6/6橙色

7 土師器 郵 53 43 ロクロナ云 底部回転糸切り、内面ミガキ。 外面5YR6ん橙色
8 土師器 不 ロクロナ元 外面75YR8″灰白色

9 土師器 皿 3 的 澪 辮 ―
抹 暗又 風 ミ刀千 。日稼 部横 ミカ千、

内外面黒色

0 土師器 皿 ロクロナテ 内面ミガキ、底部回転糸切り、高台剥がれ。 外面75YR6/6橙色

1 土師器 碗 内面放射状ミガキ・黒色処理、底部回転糸切り後高台貼り付け。 40 外面75YR5/4にぶい褐色

2 土師器 小型甕 [15.2] [66] 15,9 彰通$Hl二
い ロク L」ア ァ・ ド倒

'ヘ
フロWワ、内 回ヘ フア ア、

外面7.5YR5/31こ ぶい褐色

3 土師器 小型甕 [144] (119) 日縁横ナ云 外面ヘラケズリ、内面ヘラナ元 外面75YR6/3にぶい褐色

4 土師器 鉢 [21.1] 日縁ロクロナス 内面ミガキ。 口縁破片 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

5 土師器 甕 [19] 日縁ロクロナ元 口縁破片 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

6 須恵器 邦 底部回転糸切り。 底 部 外面75YR4/1褐灰色

と7 須恵器 杯 底部回転糸切り。 底部 外面7.5YR4/1褐 灰色

8 須恵器 甕 ロクロナデ、外面自然釉薬付着 口縁破片 外面5YR3/3暗赤褐色

Hl号住居址遺物観察表

-5-



器  形 口径 Clll 底 径 clll 構  考

須恵器 甕 ロクロナテ 外面頸部ヘラ調製。 頸部破片 外面2.5YR2/2極 暗赤褐色

須恵器 甕 ロクロナデ。 胴部～底部 外面N6/0灰色

須恵器 甕 外面平行叩き、内面ナデ。 胴部破片 外面10YR4/1褐灰色

須恵器 甕 外面平行叩き、内面ナ元 胴部破片 外面10R3/2暗 赤褐色

灰 釉 陶 器 皿 ロクロナデ、灰釉、底部回転糸切り後三日月高台貼り付け。 外面5Y7/4浅黄色

灰釉陶器 碗 [154] ロクロナデ、灰釉。 口縁破片 外 面 5Y7/1灰白色

土師器 杯 [134] 41 1亀羅 副拌T矧塞繁碑 外面5YR7/4に ぶい橙色

土師器 杯 ロクロナス 内面黒色処理、ミガキ。外面昌書。 口縁～体部破片 外面5YR6/6橙色

土師器 FTh ロクロナデ、外面 [木」墨暮あり。 口縁～体部破片 外画5Y民6れにぶい栓色

土師器 杯 ロクロナデ、内面黒色処理、ミガキ、外面し桐 ?墨書あり。 ]縁～体部破片 外面5YR6/4に ぶい橙色

土師器 イ ロクロナデ、内面黒色処理・ミガキ、外面lAl墨書あり。 体部破片 外面5YR6/3にぶい橙色

土師器 不 ロクロナス 内面黒色処理・ミガキ、外面 しヽ ]?墨書あり。 本部～底部破月 外面75YR5/2灰褐色

土師器 邦 ロクロナデ、内面黒色処理・ミガキ、外面不明墨書あり。 体部破片 外面5YR6μにぶい橙色

土師器 不 ロクロナデ、内面黒色処理・ミガキ、外面不明墨書あり。 口縁破片 外面5YR6/4に ぶい橙色

土師器 郭 ロクロナ夭 内面黒色処理・ミガキ、外面不明墨書あり。 本部～底部破月 外面開R6/6橙色

土師器 杯 ロクロナス 内面黒色処理・ミガキ、外面墨書あり。 体部破片 外面25YR6/6橙色

土師器 杯 内面黒色処理・ミガキ、外面墨書あり。 体部破片 外面5YR6/6橙色

土師器 杯 内面剥離、外面墨書あり。 体部破片 外面5YR7/4に ぶい橙色

土師器 邦 内面黒色処理・ミガキ、外面墨書あり。 体部破片 外面5YR6/6橙色

石製品 擦 り石 長径 10 短径95 厚さ4.2 表面磨り痕。 重量66.76g

石製品 敲 石 長さ18.1 晰目7.3 厚さ60 先端部敲打痕。 重量114863g

40 石製品 石 鏃 長さ29 幅1.8 厚さ0.6 無茎鏃、黒曜石製。 重量1.7g

Hl号住居址遺物観察表

H2号住居址

1黒褐色土
2黒褐色土
3暗褐色土
4暗赤褐色土
5赤褐色土

⌒
Ａ
一

Ａ
一

遺構は調査区の北側、お-1グ リッドに位置し、

一部掘立柱建物址のピットに破壊されている。規模

は東西3.4m、 南北3.4m、 確認面か ら床面までの深

さは30cmを測る。平面形態は方形である。床面は

薄くやや堅い生活面が認められるが、Hl号住居址

ほどしっかりとした土間状の床面ではなかった。壁

際の溝及び柱穴は確認できなかった。カマ ドは北壁

の中央に構築され、両袖に使用された石材及び火床、

調理時に土器の落下を防ぐ支脚石が残存していた。

カマ ドの構築上の特徴としては本体が住居内に構築

されるものではなく、大半が壁外に張 り出している。

火床には 5 cm厚 の焼上がほぼ円形に堆積 していた。

掘方は全体的に1 0cm掘 り込まれてお り、やや締ま

りのある暗褐色上が埋め込まれていた。

遺物は土師器の不・碗・甕、須恵器の杯・甕 。灰

釉陶器・碗が出土した。土器の特徴か ら9世紀と考

えられる。

678.600m
OP    (1:80)    2P

(10YR2/3)炭 化物、軽石、ローム、砂粒。
(10YR2/2)炭 化物、軽石、ローム、砂粒。
(10YR3/3)しまりややあり。(床面)

(5YR3/6)焼 土層。(火床)

(2.5YR4/6)焼 土層。(火床)

極暗赤褐色土 (5YR2/4)焼 土、灰。

魯畳る見亀圭モ覇
°
籍三籍脚赤みを帯びa

H2号住居址実測図
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H3号住居址

遺構は調査区東端の北側、あ-1グ リッドに位置 し、東側半分は調査区域外となる。調査規模は東西 1.6

m、 南北4.Om、 検出面から床面までの深さは45cm内外を測る。床面は壁際の一部を除き土間状の硬質面を

持ち、北西コーナー付近に不整形の深さ20cmを測る土坑が存在する。

ピットは床面上から4個確認できた。P3が主柱穴、 Pl・ 2・ 4が壁柱穴と考えられる。カマ ドは本調査

区内には存在 しなかった。掘方は中央付近は 3 cm程度 と貼 り床のみで、壁際は20cm程度と深 くな り、貼 り

床直下にはローム主体の締まりのあるにぶい黄褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器のlTh・ 碗 。甕、須恵器の杯・甕、灰釉陶器の碗が出土 した。土師器杯の表面には墨で 「木」

等の文字が記された墨書土器が出土している。また、混入品として近世の古銭 「寛永通宝」が出土 した。

本住居址の時期は、土器の特徴から9世紀としたい。

一

く

H2号住居址遺物実沢1図

番 号 器  種 器  形 口径 cm 底 径 cm 喬 局 Cm 調   整 ・ 夢廷   様 備   考

1 灰釉陶器 碗 [11.1]
ロクロナデ、底部回転糸切り後高台貼り付け、三日月高台、釉薬つけ掛け。 外面75Y7/1灰 白色

2 須恵器 杯 45 ロクロナデ、底部回転糸切り。 外面75Y7/2灰 白色

3 土師器 邦 [64] 皆蟄嵩争毯鞘
/JR射択増 X■lミ 刀千・口稼訃凍ミ刀千・黒日処理

外面75YR7/31こ ぶい橙色

4 土師器 邦 45 ロクロナデ、内面放射状暗文風ミガキロ縁部横ミガキ黒色処理、底部回転糸切り。 クト面751ゼlR6/6橙色

5 土師器 杯 ロクロナデ、内面放射状暗文風ミガキ,日縁部横ミガキ、底部回転糸切り。 外面75YR5/4とこぶい褐色

6 土師器 邦 29 44 縫獣造魔瀬潔餅只伯翻 滸整ぎ
・口豚ゆ快ミ/Vす・黒u処理、

外面5YR6/6橙色

7 土師器 イ 64 ロクロナ云 内面放射状暗文風ミガキ・口縁部横ミガキ、底部回転糸切り。 ほぼ完形 外面5YR6/6橙色

8 土師器 碗 52] (48〉 ロクロナデ、内面放射状ミガキ。日縁部横ミガキ、底部回転糸切り、高台欠損。 外面5YR5/4にぶい赤褐色

9 土師器 碗 巳3き毎磯蝉
文風ミガキ・日縁部横ミガキ・黒色処理 ]縁部一部欠接 外ここ75■

‐
R5/31こデベい詔B色

土師器 碗 7 ロクロナデ、内面放射状ミガキ。日縁部横ミガキ、底部回転糸切り後高台貼り付け。 外面5YR6/4にぶい橙色

土師器 碗 ロクロナデ、内面放射状ミガキ'日縁部横ミガキ、底部回転糸切り後高台貼り付け。 外面5YR6/6橙色

土師器 甕 (238) 口縁横ナデ、外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 外面贄R6/4にぶい橙色

土師器 甕 口縁横ナデ、外面ヘラケズリ 内面ハケ状工具によるナデ 外面5WR5/4に ぶい赤褐色

14 土師器 軸櫨甕 [189] 277 日縁・月鳳上部ロクロナデ、胴下半ヘラケズリ、内面ハケ状工具によるナデ 外面5YR5/4に ぶい赤褐色

石製支脚 重遷三1,700g 罠さ20おcI 幅8 63cm 厚さ5B2ca 埋め込み部を打ち割った自然石利用。 写真図版参照

H2号住居址遺物観察表
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以
678,700m

Om    (1:80)    2m

調
査
区
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外

(10YR3/3) 軽石、ローム。
炭化物、軽石粒、ローム。
炭化物、軽石粒、ローム。
軽石、ローム粒、炭化粒。
軽石、ローム粒、炭化粒。
軽石、ローム粒やや多い。
軽石、ローム粒多い。
軽石、ローム粒多い。
炭化物、ロームブロック。
ローム、砂多い。
ローム主体。しまりあり。

挙
7

趨 ノ 望

｀

   朽
淀 童 ≧ 垂 里 要 ゼ

″

16

(10YR2/3
(10YR3/3
(lllYR2/8
(10YR3/2
(10YR3/3
(10YR3/3
(10YR3/4
(10YR2/3
(10YR4/3
(10YR4/3

B       B'

以 井斡
I暗褐色土
H黒褐色土
Ⅲ 暗掲色土
1黒褐色土
2黒褐色土
3暗褐色土
4暗褐色土
5暗褐色土
6黒褐色土
7にぶい黄褐色土
8にぶい黄褐色土

3 :

姪必‖H浄‖鬱

H3号住居址遺構 。遺物実測図

番 号 器  種 器  形 口径 all 底 径 cln 器 高 cm 謡   目 蟹・ 心を   続 備 考

1 土師器 杯 [li6] ロクロナデ、底部回転糸切り。 外面75YR7/3にぶい橙色

上師器 邦 [12] ロクロナデ、底部回転糸切り。 40 外面75YR7/3にぶい橙色

3 土師器 lTN (1.5〉 ロクロナデ、底部回転糸切り、内面ナデ。 40 外面75YR5/8明 褐色

土師器 杯 [122] ロクロナデ、底部回転糸切り、内面ナデ。 外面7開R6μにぶい橙色

5 土師器 不 (25〉 ロクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理。 外面75YR6/4に ぶい橙色

土師器 イ E7.8] ロクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理。 氏部～体部破片 外面開R6/6橙色

7 土師器 碗 [84] (1.5) 底部回転糸切 り後高台貼 り付け、内面黒色処理。 葛台～体部破片 外面75YR4/1褐 灰色

8 土師器 邦 内面黒色処理、外面墨書 「木」 ?あ り。 体部破片 クト面75YR7/4ヤ こぶい橙色

9 土師器 杯 内面黒色処理、外面不明墨書あり。 体部破片 外面7.5YR7/6橙色

0 土師器 邦 内面黒色処理、外面不明墨書あり。 体部破片 外面75YR7/6橙 色

土師器 邦 内面黒色処理、外面不明塁書あ り。 体部破片 外面75YR5/4に ぶい褐色

2 土師器 郭 内面黒色処理、外面不明墨書あり。 体部破片 外面75YR5/4に ぶい褐色

3 土師器 不 外面不 明墨書 あ り。 体部破片 外面7.5YR8/3浅黄橙色

4 土師器 不 (19〉 外面薄い不明墨書あり。 ミ部～体部破片 外面7開R7たにぶい橙色

5 灰釉陶器 碗 底部回転糸切 り後高台貼 り付け。 罰台～体部破片 外面75Y7/1灰白色

H3号住居址遺物観察表
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口径 cm 底 径 cm 器 高 cm 三ユ
'ユ

  菖産・づて  様 備   考

須恵器 高台付杯 底部 回転糸切 り後、高台貼 り付 け。 高台～体部破片 外面1鋭R71褐灰色

17 須 恵 器 甕 頸部横ナデ、外面叩き痕、内面ナデ。 頃部～胴部破片 外面75Y4/1灰色

須恵器 甕 外面櫛描波状文、内面ナデ。 胴部破片 外面N2/1黒色

須恵器 甕 外面平行叩き、内面ナデ。 胴部破片 外面税R2/2黒褐色

須恵器 甕 外面平行 叩 き、 自然釉薬付着。 胴部破片 外面10BG4/1暗 青灰色

鋼製品 古 銭 外径 2 2cf 内径0 71cm 0 1cm 表面 寛永通宝、裏面 無文。 完 形 混入遺物、重量188g

H3号住居址遺物観察表

H4号住居址

遺構は調査区南東端の、あ-3グ リッドに位置 し、多くは調査区域外となる。調査規模は東西2.Om、 南

北3.Om、 検出面から床面までの深さは45cm内外を測る。床面は硬く、土間状であり、壁際 lmの範囲は中

央部分に比べ、床面が 5 cm程度低くなる。また、本住居址の床面上1 0cmに は粘土・灰・炭化物主体の暗赤

褐色土が堆積しており、この土層内には残存率のよい土器が多く含まれていた。 このことから、本住居址の

調査区域外には多くの土器が埋もれている可能性が何えた。ピットは深さ1 0cm、 直径20cmほ どの小ピット

が 4個確認できたが、用途は不明である。壁溝及びカマ ドは確認できなかった。掘方は 10～ 20cmの厚みで

焼土・粘土を含む極暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器のイ・碗・皿・甕、須恵器のITN・ 甕・壷、石鏃が出上した。中には土器の表面に墨で記号の

記された墨書土器も出土している。

本住居址の時期は、土器の特徴から9世紀としたい。

I暗褐色土  (10X/R3/3)軽 石、ローム。
Ⅱ 黒褐色土  (10YR2/3)炭 化物、軽石粒、ローム。
Ⅲ 暗褐色土  (10YR3/3)炭 化物、軽石粒、ローム。
1黒褐色土  (10YR3/2)ローム、砂、軽石。
2黒褐色土  (lωR3/2)ローム、砂、軽石。粘上、焼土少量。
3暗赤褐色土  (5YR3/2)粘 土多い。灰、炭化物、ローム、軽石。
4極暗褐色土  (7 5YR2/3)粘 上、焼土少量。
5暗褐色土  (7.5YR3/3)粘 上、焼土少量。
6褐色土   (10YR4/4)砂主体。暗褐色上。

以

678,700■n

(「 80)   2m

Ｄ
一

Ｄ
一

H4号 住居址遺構・遺物実測図

調
査
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外
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H4号住居址遺物実測図

H5号住居址

遺構は調査区西の北側、か-1グ リッドに位置する。遺構の大半は北側の調査区域外となり、調査できた

規模は東西5.6m、 南北0.4m、 検出面から床面までの深さ30cmの範囲のみである。床面は壁に近いこともあ

り、やや堅さはあるが、はっきりとした土問状の硬質面は認められなかった。ピットは直径20～ 30cmの 小

ピットが 3個認められた。位置的に壁柱穴と考えられる。掘方は 5 cm内 外の厚みで、やや堅さを持つ暗trB色

土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の杯・甕、須恵器の杯・甕が出上した。

本住居址の時期は、遺物の特徴から9世紀としたい。

Q 調査区域外

679000m
(1:80)   2m

＾
ｍ

∞
|

土
土
土
土
土
土
土

色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

暗
黒
暗
暗
黒
暗
暗

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
ｌ
２
３
４

(10YR3/3)
(10YR2/3)
(10YR3/3)
(10YR3/3)
(10YR2/3)
(10YR3/4)
(10YR3/3)

軽石、ローム。
演化物、軽石粒、ローム。
炭化物、軽石粒、ローム。
ローム、軽石、炭化物。
ローム、軽石、炭化物。
ローム砂やや多い。軽石、炭化物。
やや硬質。(床面)

H5号住居址実測図

番 号 器  種 器  形 口径 cm 辰 径 cm 器 高 cm 調 整・文 様 備   考

1 土師器 杯 129 5 ロクロナエ 内面黒色処理+状暗文、外面記号風墨書 3箇所あり。 外面7贄R7μにぶい橙色

2 土師器 皿 ロクロナデ、底部回転糸切り後高台貼り付け、内面黒色処理。 外面税R6/6橙色

8 土師器 邦 64 6 ロクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理。 外面7硯R7/4にぶい橙色

4 土師器 碗 [124] 48 (4〉 ロクロナデ、底部高台剥がれ、内面黒色処理、放射状の暗文風ミガキ。 外面75■ R7/6橙色

5 土師器 rTk 44 コクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理・ミガキ。 外面75YR7/3にぶい橙色

6 須恵器 不 ロクロナデ、底部回転糸切り。 外面75Y7/1灰白色

7 須恵器 斥 142 64 43 ロクロナデ、底部回転糸切り。 外面10Y5/1灰色

8 須恵器 不 142 ロクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理、表面火だすき 外面75Y5/1灰色

9 須恵器 不 [142] ロクロナ元 外面10Y4/1灰色他

0 須恵器 杯 [132] [46] ロクロナデ、火だすき。 口縁～体部破片 外面10Y4/1灰色

須恵器 高台付郭 [146] 41 ロクロナデ、火だすき、高台貼り付け。 外面N4/0灰色

2 須恵器 高台付郭 ロクロナデ、底部高台貼り付け。 外面N6/0灰色

須恵器 甕 ロクロナデ、胴部外面平行叩き。 口縁部破片 外面10Y5/1灰色

4 須恵器 壷 ロクロナデ、内外面釉薬付為 N015と同一固代 口縁～胴部破片 外面25Nミ1暗オリーブ灰色他

須恵器 士霊
ロクロナデ、外面釉薬付着・平行叩き。N014と同一回体。 胴 部 破 片 外面25GY71暗 オリーブ灰色他

6 須恵器 甕 外面平行叩き。 胴部破片 外面N5/0灰色

7 須恵器 甕 外面平行叩き。 胴部破片 外面75Y5/1灰色

石 器 鏃 葬存長ZOcm 最大幅168 ,享さ039 黒曜石製 先端部欠損 重量097g

H4号住居址遺物観察表

番 号 1 器  種 口径 cm 底 径 cm l器 高 cn

l 土師器 不 14

様 残 存 率 備   考

ロクロナデ、底部回転糸切り、内面黒色処理 外面闘R54にぶい赤褐色

H5号住居址遺物観察表H5号住居址遺物実測図
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第 2節 掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址

(F)

QG

)と
⊂ 湯

'

P185

((::,):手

乱
①

l

％
　
Ｋ

678,700m

(上 80)    2印

Fl号掘立柱建物址実測図
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1暗褐色土   (10YR3/3)
2暗褐色土   (10YR3/3)
3暗褐色土   (10YR3/4)
4暗褐色土   (10YR3/3)
5暗褐色土   (10YR3/4)
6黒褐色土   (10YR2/3)
7にぶい黄褐色土(10YR4/3)
8黒褐色上   (10YR3/2)
9暗褐色土   (10YR3/3)

龍.
烏|

ローム、砂粒、炭化物。
ローム、砂、軽石。
ローム多い。砂、軽石。
砂多い。
砂主体。
ローム、砂。
砂主体。
砂多い。
ロームブロック多い。砂、軽石。

10暗褐色土   (10YR3/3)
11にぶい黄褐色土(10YR4/3)
12黒褐色土   (10YR2/3)
13暗褐色土   (10YR3/4)
14にぶい黄褐色土(lllYR4/3)
15黒褐色土   (10YR3/2)

―

【 落

_1

ロームブロック(3>4)、 砂、軽石。
砂多い、軽石。
ローム、軽石。
ローム主体。暗褐色土含む。
ローム、砂主体、暗褐色土。
ローム、砂、軽石。

16褐色土   (10YR4/6)ローム主体。暗褐色土、軽石。
17にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム主体。暗褐色上、軽石。
18暗褐色土   (10YR3/4)ロ ームブロック多い。

遺構は調査区中央付近、え-2グリッド周辺に位置する。確認できた柱穴は北側 4間、南側 4間、西側 8

間、東側 3間の19個が認められた。規模は東西8.4m、 南北6.8mを 測 り、やや大型の建物が存在 していたと

思われる。ピットの形状は楕円形に掘 り込み、中央部分を一段深くして柱を埋めたもの、溝状に掘 り込み、

部分的に深 く掘 り下げ柱を埋め込んだものなどが認められる。ピットの形状から2棟に分割される可能性も

考えられる。遺物はピットの一部から土師器、須恵器の破片が出上した。

第 3節 ピット (P)
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80  81              82

以

172

▽
1暗褐色土
2黒褐色土
3黒褐色土

第 4節 グリッド

(1閲R3/3)ローム、砂、軽石。
(lllYR2/3)ロ ーム、砂、軽石。
(1∞R2/3)ローム、軽石少量。

い -3

グリッド遺物実測図

8褐色土
9暗褐色土
10暗褐色土

ピット実測図 (3)

88  89

(10YR4/4)ローム、軽石多い。
(1∝駅3/3)ローム、軽石少量。
(10YR3/4)ローム、砂、軽石やや多い。

甥 斡 斡

一『
91          92  93~影

%易甥甥「
~ 94 95

119 120

678,700m

(■ 80)   2m

斡

‐５６‐５７・鮎
‐６〇

一

4黒褐色土
5暗褐色土
6暗褐色土

(lCIYR2/3)ロ ームやや多い。軽石。
(10YR3/4)ロームやや多い。軽石。
(10YR3/3)ローム、砂、軽石やや多い。

7にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム、砂主体、暗褐色土。

P62

ピット遺物実測図

番 号 器 種 1器 形 日径 cm 底 径 c II 器 高 cm 備  考

羽 口 一部還元 破 片 75YR5/2灰 褐色他

P62 土師器 1  杯 ロクロナデ、外面墨書 口縁破片 外面75YR7μにぶい橙色

ピット遺物観察表

番号 1 器  種 器  形 口 径 cln 底 径 cm 器 高 Ca

い 31 土師器 杯 [12.8]

様 備  考

ロクロナデ、底部回転糸切り 外面5YR5μにぶい赤褐色

-14-
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要 約
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